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深夜勤務回数の部署又は役職別比較

＊

今

週

の

予

定

　 
　　

　 

※ 深夜勤務の時間だけでもほぼ２０時間、７０％の人が無給で ※ ７５％の人が災害体制で時間外勤務をしている。 ＊約半数の人が５回以上の「自宅待機」という拘束を受け
奮闘している。 ている。

＊大多数が改善すべきと考えており、

維持修繕費の予算、防災、業務拡大への増員

要求が重点とされている

　　

※半数を超える ５９％の人が健康に不安を感じている。
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9% 3% 1% 現行の方式で良い

手続きが煩雑でありミス防止から

項目など簡素化をはかる

一般競争を絶対化するのではな

く、規模、種別による形態とするこ

と
「天下り」がある限り制度をかえて

も変わらない

わからない
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8% 1%
定員削減のためやむ

を得ない

職員の増員で委託を

減らしていくべき

監督検査業務の民間

委託は反対

これ以上の民間委託

は反対

わからない

不明
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エライ人の思いつき業務
分からない

不明、未記入

（ 設 問 ３ ） 深 夜 、 災 害 時 の 手 当 に つ い て

（ 設 問 ４ ） 健 康 問 題 に つ い て

（ 設 問 ５ ） 「 給 与 制 度 の 見 直 し 」 に つ い て

（ 設 問 ６ ） 業 務 執 行 等 に つ い て
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41%
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「合理化」によりさらに職員を削減すべき

現状の職員数で十分

事務所間、部署間での人員配置を見直せば現状職員数

十分

民間委託者数を職員で増員すべき

民間委託はないが現状の職員数では不足しているので増

員が必要

分からない

その他

不明、未記入

深夜勤務や休日出勤の実態に関するユニオンの運動によ

り、'14年人事院勧告で深夜勤務手当の新設！

ユニオンは「仕事の政策」を発表し、公共事業は企業や特定の政治家の利益ではな

く社会公共の利益をはかるものであり安全安心を確保し暮らしをよくしていくもの

と考えていますが、そのためには業務執行等についてどの点を改善していくことが

必要と思いますか。

※

見
直
す
べ
き
（
無
駄
が
多
い
）
業
務
と
し
て
、

「
説
明
資
料
作
成
」
「
入
札
・
発
注
業
務
」
「
調

査
物
」
、

特
に
注
目
な
の
は
「
エ
ラ
イ
人
の
思

い
つ
き
業
務
」
が
相
変
わ
ら
ず
多
い
実
態
。

そ
の
他
の
主
な
意
見

（
設
問
）
６
ー
１

・
景
気
対
策
目
的
の
予
算
消
化
は
無

駄
。

・
将
来
的
日
本
国
家
の
借
金
を
視
野

に
入
れ
る
べ
き
。

・
補
正
予
算
を
無
理
に
要
求
さ
せ
ら

れ
る
。
対
前
年
度
比
の
予
算
枠
で
無

く
真
に
必
要
な
箇
所
へ
の
予
算
配
分

が
必
要
。

・
若
い
と
き
は
年
を
と
っ
た
ら
良
く

な
る
と
言
わ
れ
て
き
た
の
に
裏
切
ら

れ
た
。

・
不
要
不
急
の
繰
越
が
減
ら
な
い
。

・
補
正
予
算
の
押
し
つ
け
は
止
め
必

要
な
も
の
は
当
初
予
算
化
す
べ
き
。

・
手
戻
り
の
無
い
執
行
を
求
め
る
割

に
早
期
執
行
を
要
求
す
る
矛
盾
の
改

善
。

（
設
問
）
６
ー
２

・
時
間
が
掛
か
り
す
ぎ
。
簡
素
化
を

図
っ
て
ほ
し
い
。

・
制
度
に
見
合
っ
た
人
が
配
置
さ
れ

れ
ば
現
行
で
も
よ
い
。

・
減
る
職
員
で
手
続
き
が
煩
雑
化

し
、
ミ
ス
防
止
、
限
界
で
す
。

・
入
札
契
約
に
時
間
を
と
ら
れ
す
ぎ

て
、
本
来
行
う
べ
き
設
計
審
査
な
ど

が
お
ろ
そ
か
に
な
る
。
本
末
転
倒
。

・
指
名
競
争
入
札
の
拡
大
（
ル
ー
ル

を
制
定
し
た
上
で
）
。

・
入
札
制
度
が
マ
ニ
ア
的
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
。

（設
問
）
６
ー
４

・
災
害
対
応
、
危
機
管
理
の
観
点

か
ら
も
職
員
を
増
員
す
べ
き
で
あ

る
。

・職
員
＋
委
託
者
数
の
数
が
絶
対

数
と
し
て
不
足
し
て
い
る
。

・
不
要
な
仕
事
は
や
め
る
。
期
限

が
少
な
い
局
か
ら
の
調
査
も
の
も

や
め
る
。

・
委
託
に
頼
り
す
ぎ
る
と
技
術
力

の
低
下
に
つ
な
が
る
。

・
ま
ず
は
仕
事
を
減
ら
す
べ
き
。

無
駄
な
仕
事
が
多
す
ぎ
。

・職
員
数
に
見
合
っ
た
業
務
に
す

る
。
（
増
員
で
は
際
限
が
無
い
）

・
災
害
対
応
を
見
据
え
た
人
員
確
保

（
増
員
）
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
の

人
員
体
制
で
の
自
治
体
支
援
は
、
国

交
省
の
人
員
的
能
力
を
超
え
て
い

る
。
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深夜勤務あり 65% 70% 62% 73% 79% 19%

なし

不明
計

時間 本省・本局 事務所官ポスト事務所長・副所長 事務所課長 出張所長 地理

１．２５年度中の深夜勤務（２２時から翌朝

５時まで）の回数。

１-１．おおよその延べ時

２．２５年度中の災害体制時の時間外勤

務は延べ何時間位ありましたか。
３．最近１年間で休日等に災害等で自宅

待機の指示はありましたか。

１．忙しさで職場に余裕がなくなっている中で、心

身の健康を害している人が増大していますが、健

康状態はどうですか。

２．最近１年間で危機管理以外で休日

や深夜にメール着信がありましたか。

３．パワハラ（パワハラと感じた言動等）

を受けたことがありますか。

３４％の人が、自身のパワハラ被害を経

験している実態が明らかに!

１．人事院は政府の要請に応じ５０歳台後半層への賃金

引き下げ勧告を行おうとしていますが、どう思いますか。

２０１４年２０１２年

現在も心身の調子が悪い

過去１年の間、主に仕事が原因で病気を患った

今にも壊れそうな感じ

13%

3%

2%

現在、通院している

40%

27%

0%
特に問題はない

今は特に問題はないが、無理をしていると感じている

5%

1%

3%

23%

1%
37%

不明

45%

２．毎年入札手続きが改訂されていますが、

現行の入札制度についてどう思いますか。

３．設計、施工監督、検査業務の民間委託が

導入されていますが、どう思いますか。

１．安全安心な社会資本の構築、維持するための予算

要求と無駄のない手戻りのない執行がもとめられていま

すが、予算要求やその執行にあたって何が必要と思いま

すか。（３項目以内選択）

４．ユニオンは国民の安全安心を確保する業務執行には増

員が必要と考えていますが、どう思いますか。
５．仕事を見直す場合、改善すべきと思う項目は何で

すか。（４項目以内選択）
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国
土
交
通
省
に
働
く
多
く
の
管
理
職
員
の
、
仕
事

と
処
遇
や
将
来
の
生
活
に
つ
い
て
の
不
満
や
不
安
と

要
求
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
把
握
し
、
要
求
と
し
て
ま
と

め
、
国
土
交
通
省
、
人
事
院
、
総
務
省
に
要
求
書
を

提
出
し
、
管
理
職
員
の
処
遇
改
善
を
追
求
し
ま
す
！

設
問
２
．
勤
務
実
態
に
つ
い
て

・
休
日
出
勤
な
ど
の
時
間
外
勤
務

の
時
間
、
勤
務
内
容
に
つ
い
て
の
設

問
に
よ
り
、
勤
務
実
態
を
把
握
し
、

管
理
職
特
別
勤
務
手
当
の

支
給
実

態
と
そ
の
改
善
に
つ
い
て
の
設
問
と

し
て
い
ま
す
。

設
問
３
．
深
夜
、
災
害
時
の
手
当

に
つ
い
て

・
深
夜
、
災
害
の
勤
務
実
態
に
つ
い

て
前
回
ア
ン
ケ
ー
ト
と
同
様
な
項
目

と
と
も
に
新
た
に
自
宅
待
機
の
回
数

を
設
問
に
入
れ
て
い
ま
す
。

・
前
回
設
け
ら
れ
て
い
た
仕
事
の
見

直
し
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
業

務
執
行
等
の
設
問
に
入
れ
て
い
ま

す
。

設
問
４
．
健
康
問
題
に
つ
い
て

・
在
職
者
死
亡
や
心
身
の
故
障
が
増

加
す
る
中
で
独
立
し
た
設
問
項
目
と

し
、
深
夜
等
の
メ
ー
ル
や
パ
ワ
ハ
ラ

に
つ
い
て
新
た
な
項
目

を
設
け
て

い
ま
す
。

設
問
５
．
「
給
与
制
度
の
見
直

し
」
に
つ
い
て

・
こ
の
設
問
は
、
退
職
金
削
減
に
続

き
５
０
歳
台
後
半
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
給
与
削
減
を
行
お
う
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
ど
う
思
う
か
の
設
問
で

す
。

設
問
６
．
業
務
執
行
等
に
つ
い
て

・
昨
年
発
表
さ
れ
た
「
仕
事
の
政

策
」
で
出
さ
れ
た
予
算
要
求
の
あ
り

方
、
検
査
監
督
の
民
間
委
託
導
入
、

増
員
、
仕
事
の
見
直
し
な
ど
の

課

題
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
の
設

問
で
す
。

設
問
７
．
将
来
の
生
活
設
計
に
つ

い
て

・
無
年
金
期
間
が
生
じ
る
中
で
、
退

職
後
の
働
き
方
、
再
任
用
の
勤
務
形

態
や
新
た
に
早
期
退
職
制
度
に
つ
い

て
の
項
目
を
設
け
て
い
ま
す
。

設
問
８
．
要
求
と
運
動
に
関
し
て

・
継
続
的
な
調
査
項
目
で
あ
り
、
今

後
取
り
組
む
課
題
を
設
問
に
し
て
い

ま
す
。

国
土
交
通
省
に
働
く
多
く
の
管
理

職
員
は
、
仕
事
と
処
遇
や
将
来
の
生

活
に
つ
い
て
の
不
満
や
不
安
と
要
求

を
持
ち
な
が
ら
も
、
管
理
職
員
だ
か

ら
と
い
う
こ
と
で
物
申
す
こ
と
も
出

来
ず
に
ひ
た
す
ら
耐
え
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
実
態
が
長
く
続
い
て
き
ま

し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
管
理
職
員

の
想
い
や
悩
み
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
把

握
し
て
、
こ
れ
を
基
に
要
求
と
し
て

ま
と
め
、
国
土
交
通
省
、
人
事
院
、

総
務
省
に
要
求
書
を
提
出
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
出
さ
れ
た
切
実
な
「
想

い
」
や
「
声
」
を
示
し
な
が
ら
、
管

理
職
員
の
処
遇
改
善
を
追
及
し
て
い

く
中
で
、
定
年
退
職
者
の
退
職
前
六

級
昇
格
、
強
制
的
・
組
織
的
「
若
年

勧
奨
」
中
止
、
管
理
職
再
任
用
者
の

三
級
昇
格
、
管
理
職
特
別
勤
務
手
当

の
支
給
な
ど
要
求
を
前
進
さ
せ
て
き

て
い
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
管
理
職
員
等

を
対
象
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
日
本
国
内
で
も
余
り
例
が
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
国
交
省
当

局
や
人
事
院
で
も
注
目
し
て
い
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
場
で
は
次
か
ら
次
へ
と
難
局
が

押
し
寄
せ
過
重
な
業
務
に
追
い
た
て

ら
れ
、
将
来
も
見
通
せ
ず
、
沈
黙
と

閉
塞
感
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
は
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
毅
然

と
し
て
職
場
の
意
志
を
示
す
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
ま
す
。

ア ン ケ ー ト 内 容 の 各 設 問 の 特 徴

※

現
場
最
前
線
の
出
張
所
長
は
約
８

０
％
が
深
夜
勤
務
あ
り
。
事
務
所
・

本
局
の
担
当
部
署
は
１
０
回
越
え
が

概
ね
１
０
％
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

「
制
度
見
直
し
」
に
反

対
、
若
し
く
は
納
得
し
て

い
な
い
が
８
０
％
以
上
！

２０１４年 ２０１２年

22% 23%

5% 3%

18% 18%

7% 8%

17% 20%

1% 2%

1% 1%

5% 4%

3% 2%

2% 1%

17% 14%

1%

1% 2%


